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介護福祉士国家試験対策講座

～学習方法と出題ポイントを理解しよう～

＜生活支援技術編＞

講義内容

１．生活支援技術のおさえるべき内容の理解

２．生活支援技術のポイントの理解

３．過去に出題された国試から出題傾向と内容の理解

生活の営み（継続させるため）支援を行うために安全・安心・
安楽に援助できる技術や知識を確認する科目である

１．生活支援技術のおさえるべき内容の理解

１）科目のねらいの確認
①利用者の尊厳を保持し、その人の自立・自律を尊重する
②適切な介護技術（生活支援技術）を用いて、関わる
利用者を安全に援助できる技術や知識を習得する

２）大事なポイント
①「できない部分」を援助するのではなく、「関わる利用
者の心身の状況」に応じた介護を行い、潜在能力を引
き出す介護が求められる（判断能力を求められる）。
⇒こころとからだのしくみと障害の理解の科目が深く
関与する。あわせてＩＣＦの視点も含まれる。

②最低限おさえるべき内容
●居住環境の整備
・浴室・トイレなどの出入り口のドアは、引き戸が良い
引き戸にできない場合は外開きにする
⇒内開きのドアでは、浴室内及びトイレ内で倒れた
時などドアが開かない可能性があるので避ける。

・手すりは床から８０ｃｍ程度（大転子部）の高さに
して、健側に設置する。
⇒階段の場合は、両側に設置することが望ましいが
片側のみの場合は、降りるときに健側となる側に設置
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●身だしなみ
・衣類は、脱ぐときは健側から、着るときは患側から
⇒脱健着患

・義歯（入れ歯）は水かぬるま湯で洗う
（義歯の装着方法も理解すること）

●歩行
・三動作歩行は、①杖⇒②患側⇒③健側の順番で出す
・二動作歩行は、①杖＆患側⇒②健側の順番で出す
・階段を上るときは、①杖⇒②健側⇒③患側の順番で
・階段を下るときは、①杖⇒②患側⇒③健側の順番で

●入浴・清拭
・お湯の温度確認は介護福祉職の手にかけて行う
・浴槽への出入りは、原則として健側から行う
（ただし出る場合は、患側から出ることもある）
・目は目頭から目尻に向かって拭く
（タオルの同じ面を二度使わないようにすること）

●排泄
・羞恥心に配慮し、排泄をしやすい環境を整える
・女性の陰部清拭は、前から後ろへ向かって拭く

２．生活支援技術のポイントの理解

１）生活支援技術について
出題数は、全科目の中で最多の２６問
⇒要点を絞ることが難しい科目である。
⇒出題内容として
・要介護高齢者の介護の在り方について
・日頃の実務が頭に思い浮かぶようななじみの問題

☆重要なポイント☆
・イージーミスをいかに減らすことができるかがカギになる
・一点でも多く獲得するという意気込みで入念に学習する
こと

２）試験で問われることの確認
①高齢者に食生活ついて
・栄養素（三大栄養素）のはたらきについて
炭水化物（糖質）
脂質
たんぱく質

・主なビタミンの種類とはたらきについて
ビタミンA、ビタミンD、ビタミンE、ビタミンK

＋
ビタミンB1、ビタミンC

※上記のビタミンのはたらきと欠乏症については必ず押さえる
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◎主なビタミンの種類とはたらき ◎骨粗鬆症の押さえるべきポイントについて

◎高齢者の食生活で押さえておきたいポイントについて

①栄養素に関する基本的な知識を必ず押さえること
⇒ビタミンや無機質（ミネラル）などはインプットすること
②①の内容を押さえて、要介護度が高くなるほど低栄養
状態に陥りやすくなることを理解すること

②感染症
・感染症という広い視点から知識を整理する必要がある
⇒試験に頻出する感染症の名称と感染経路、症状や
特徴などについて整理しているから生活の支援の
中で適切な対応がとれる。

◎試験に頻出する主な感染症
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③睡眠
・睡眠に関するこころとからだのしくみの理解と合わせて
対応方法や環境設定について頻出
⇒睡眠の基礎知識と睡眠障害について理解しておく
ことがポイントになる。

◎主な睡眠覚醒障害の種類

➃終末期の介護
・多死社会となる時代において、終末期のケアについて
は毎年出題される問題になる。（知識＋技術＋対応）
【ポイントとして】
・死を迎える人を送る立場にある介護者（家族）の気持ち
に寄り添う介護の在り方（悲嘆回復のケアも含む）
・亡くなった後のエンゼルケアについて（家族の関わり）
・人生の最期まで尊厳を保つためのケア
・終末期の身体の変化を理解したケア
・キューブラー・ロスの死の受容過程
・グリーフケア

◎終末期の身体の変化
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◎終末期の介護で押さえておきたいポイントについて

①QOL（生活の質）を最優先に考えて支援すること
②家族とゆっくり過ごすことができるように支援すること
③安楽な姿勢を保持すること
➃口腔ケアや手足のマッサージを実施する
⑤最期まで聴覚は残っていることを理解して支援すること

３．過去に出題された国試から出題傾向と内容の理解

問題56（第３１回）
杖歩行している高齢者の寝室の環境整備に関する次の記述のうち、最も適切なものを1つ
選びなさい。

1 足元灯を用意する。

2 ベッドの高さは60～65cmにする。

3 マットレスは柔らかいものにする。

4 布団は床に敷く。

5 特殊寝台（介護ベッド）に変更する。

問題58.（第３３回問題）
「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」（2018年（平成30
年）改訂（厚生労働省）において、アドバンス・ケア・プランニング・（ACP)が重要視されている。
このアドバンス・ケア・プランニング・（ACP)を踏まえた、人生の最終段階を迎えようとする人へ
の介護福祉職の言葉かけとして、最も適切なものを1つ選びなさい。

1 「生活上の悩みごとは、近くの地域包括支援センターに相談できます」

2 「今後の医療とケアについては、家族が代わりに決めるので安心です」

3 「今後の生活について、家族や医療・介護職員と一緒に、その都度話し合っていきましょう」

4 「口から食べることができなくなったら、介護職員に相談してください」

5 「意思を伝えられなくなったら、成年後見制度を利用しましょう」

問題56（第３２回）
眠れないと訴える高齢者に介護福祉職が行う助言として、最も適切なものを1つ選びなさい。

1 起床時に日光を浴びように勧める。

2 日中、長い昼寝をするように勧める。

3 夕食後2時間以内に就寝するように勧める。

4 寝る前に緑茶を飲むように勧める。

5 決まった就寝時刻を守るように勧める。
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